
２０２３年春の敦賀開業時に、県内に４つの新幹線駅が設けられます。各駅舎のデザイン案が昨年
１１月９日、１２月２７日に、建設主体の鉄道・運輸機構から各駅設置市に提案されました。
デザイン案は各市が提案したデザインコンセプトに基づき、駅ごとに３つずつ提案されました。

新幹線の駅舎デザイン案を紹介します

２０２３年春に敦賀まで開業予定の北陸新幹線。現在、沿線では工事が着々と進められています。
本レポートでは、県民のみなさんに１００年に１度のプロジェクトである新幹線事業を見て、感じて

いただけるよう、今しか見ることができない工事の状況をはじめ、北陸新幹線に関する様々な情報を随
時提供していきます。

≪第３号≫北陸新幹線レポート
～響くつち音、広がる未来～ 平成３０年１月３１日発行

恐竜の爪や牙、躍動する生命力、荒々しい岩肌など太古の
記憶を立体ガラスで表現した、恐竜王国福井を連想させるデ
ザインとしています。
明るく開放的な立体ガラス面やダークグレーのフレームに

より、神秘的な美しさと重厚感を備えるとともに存在感を際
立たせています。

森田地区

【Ａ案】 悠久の歴史を未来へつなぐシンボルゲートとなる駅

【Ｂ案】 太古の記憶と神秘的な存在感が漂う駅

一乗谷朝倉氏遺跡や永平寺の唐門をモチーフに、柔らかな
曲線をデザインした木調の縦格子と明るく開放的なガラス面
を組み合わせ、福井の歴史を感じさせるデザインとしていま
す。
落ち着いた色調の門構えのデザインは、訪れる人を温かく

迎え入れるシンボルゲートとしての駅をイメージしています。

【Ｃ案】 九頭竜川の伝説を未来へ継承する駅

福井平野に豊穣の恵みをもたらしてきた九頭竜川と、九頭
竜川に伝説として生き続ける竜がモチーフとなっています。
美しい川の流れをイメージした白色系の横ラインと竜の鱗

をイメージした三角形の開口部を設け、竜が巻き付いている
かのようなユニークなデザインとなっています。

福 井 駅

今後、各市は有識者や市民
などの意見を参考に１案に絞
り、機構に推薦します。
推薦をもとに基本デザイン

が決定され、２０１８年内に
機構は内観デザインも含めた
詳細な実施デザインを決定す
る予定です。

【駅舎整備のスケジュール】

～２０１８年３月
２０１８年内
２０１９年度～
２０２３年春

各市が機構に１案を推薦し、基本デザインが決定
機構が内観デザインを含む実施デザインを決定
駅舎工事
敦賀開業

デザインコンセプト

「太古から未来へ ～悠久の歴史と自然がみえる駅～」



あわら温泉をモチーフとし、癒しと和の空間をイメージ
しています。
全体を落ち着いた色と木調で仕上げ、ガラスの前面にす

だれ状の縦格子を設置するなど和の趣を強調し、温泉旅の
余韻を感じられるデザインとなっています。

【Ａ案】 日本海の美しさと大地の躍動感を表現した駅

【Ｂ案】 あわら温泉の癒しと旅情が漂う駅

日本海が生み出した自然美である東尋坊をモチーフにし
ており、駅全体のガラス面は日本海の青さや白波を表現し
ています。
夜には、駅舎の上部にあるガラスの六角柱からこぼれる

明かりが灯篭のように浮かび上がり、連続した光の風景を
創り出します。

【Ｃ案】 あわらが薫る風立つ駅

あわらの台地をゆるやかに吹く風をモチーフとし、地域
住民にとって親しみのある駅をイメージしています。
風が台地に当たり上昇気流となって空に向かって伸びて

いく様子をガラス面の滑らかなラインと外壁の色味で表現
することで、あわらの発展に願いを込めたデザインとなっ
ています。

芦原温泉駅

丹南地域の伝統的町屋をモチーフとし、地域の歴史・文
化を感じられる駅をイメージしています。
袖壁や白壁等のデザインや地域の伝統工芸品である越前

和紙、越前瓦を組み合わせ、落ち着きのある伝統的な町並
みを表現しています。

【Ａ案】 コウノトリが飛翔する未来への道標となる駅

【Ｂ案】 丹南地域の歴史、伝統、文化が漂う駅

コウノトリをモチーフとし、美しい自然環境を未来へつ
ないでいくシンボルとなる駅をイメージしています。
上部の壁面を空に向かって張り出すことで、コウノトリ

が飛翔する姿を表現しています。また、ガラス面に越前瓦
をモチーフとしたデザインを組み合わせ、コウノトリが大
きな翼で街全体を包み込む姿をイメージしています。

【Ｃ案】 伝統工芸の精巧な技術と地域のぬくもりが感じられる駅

緻密で繊細な伝統工芸の技術性を感じられるデザインと
し、手仕事の町のシンボルとなる駅をイメージしていま
す。
ガラス面には越前指物や越前和紙のデザインを取り入

れ、外壁の下部には出格子をイメージした柱型と切妻屋根
をイメージした連続屋根を設けることで、地域との調和を
演出しています。

南越（仮称）駅

デザインコンセプト いで ぜい

「あわらの大地に湧き出る贅の駅」

デザインコンセプト

「伝統・文化を未来につなぐシンボルとしての駅」



北前船の帆が爽やかな海風を受けてはらむ様子を表現し
たデザインとし、港街敦賀の歴史と豊かな自然を感じられ
る駅をイメージしています。
屋根には敦賀港の穏やかな波をイメージした大屋根を設

け、壁面に配置した帆とともに、軽快感、躍動感を感じら
れるデザインとしています。

【Ａ案】 未来航路へ出航する港街の駅

【Ｂ案】 爽やかな海風を受け帆走する駅

敦賀港の船舶をモチーフにしたデザインとし、鉄道と港
街敦賀が新たな未来航路へ出航する様子をイメージしてい
ます。
船の円形窓と煙突をイメージしたトップライトを設ける

ことで、敦賀らしさの象徴である「港」を感じられるデザ
インとしています。

【Ｃ案】 煌めく大海から未来へ飛翔する駅

壁面のガラス窓をランダムに配置し、敦賀湾の波の煌め
きを表現しています。
屋根には市の鳥であるユリカモメが飛翔する姿や、船首

のシャープさをイメージした特徴的な大屋根を設け、自然
豊かな敦賀のシンボルとなるデザインとしています。

敦 賀 駅

２０１８年度 金沢・敦賀間の整備費は大幅増の２，２５０億円に！

北陸新幹線（金沢・敦賀間）の整備費として、今年度の約１．７倍となる２，２５０億円が２０１８年
度の政府予算案に計上されました。２０２３年春の敦賀開業に向け、県内全域で工事が本格化します。
また、敦賀・大阪間については、昨年３月に与党整備新幹線建設推進プロジェクトチームが、敦賀駅－

小浜市（東小浜）附近－京都駅－京田辺市（松井山手）附近－新大阪駅を結ぶルートを決定しました。今
年度から詳細なルートや駅の位置を決めるための調査が進められており、２０１８年度も調査費として今
年度と同額の１１億円が盛り込まれました。

坂井丸岡高架橋工事（坂井市）の様子

日野川橋りょう工事（越前市）の様子

デザインコンセプト

「空にうかぶ ～自然に囲まれ、港を望む駅～」



柿原トンネル（あわら市）の陥没事故について
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第３セクターによる北陸本線の運行に向けた準備を進めています

北陸新幹線の敦賀開業と同時に、北陸本線の県内区間（石川県境～敦賀駅間）がＪＲ西日本から経営分
離され、第３セクター会社による運行が始まります。
県では、運行に向けた準備のため、北陸本線の普通列車の利用者数と経営分離区間の開業後の乗車人数

見込みを調査しました。

需要予測調査結果

経営分離区間の開業後の乗車人数見込み

調査の結果、人口減少による利用者の減少が見込まれることから、運行を維持するためには、これまで
以上に多くの方々に利用していただく必要があります。
県民の皆さんが利用しやすい鉄道となるよう、準備を進めていきます。

旅客流動調査結果

調査日（平成27年11月12日）現在の普通列車利用者数
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建設現場の定点写真をホームページで公開中！

経営分離区間

福井

越美北線

小浜線

金沢

県内～滋賀県方面
1,033人

県内～石川県方面
1,720人

敦賀

北陸本線
県内区間のみ

12,910人

昨年９月８日の早朝、あわら市柿原で建設中の柿原トンネルの天井部分が崩落し、地上の柿原グラウン
ドが直径１５ｍ、深さ最大８ｍにわたり陥没する事故が発生しました。
学識経験者等で構成するトンネル施工技術委員会（委員長：朝倉俊弘京都大学名誉教授）は、事故は陥

没箇所付近の地形地質や地下水の状況把握が十分でなかったこと、地盤のゆるみや地下水位の確認が不十
分であったこと、トンネル坑内の排水処理が不十分であったことなど複数の原因が複合的に起因したもの
と結論付けました。また、再発防止策として、地形地質の事前調査、現地状況を踏まえた排水方法やトン
ネル工法の選定、慎重な施工および施工管理の徹底などを取りまとめ、機構に提言しました。

復旧が進む柿原グラウンドの様子

これを受けて機構は、トンネル区間の地表踏査を再度行う
こと、トンネル坑内の最適な排水処理計画を策定すること、
的確なトンネル構造（支保・補助工法）を選定することなど
具体的な再発防止策を進めています。
また、すべての工事について万全の安全対策を講じるとと

もに、２０２３年春の敦賀開業に影響が出ないよう、進捗管
理を行いながら工事を実施しています。
機構は、柿原グラウンドの地盤改良工事が完了する２月中

旬から金沢方面のトンネル掘削を再開する予定です。また、
柿原グラウンドについては、３月下旬に使用を再開できるよ
う復旧工事を進めています。

・県内区間の利用者は約１３，０００人／日
うち、定期利用者は８割以上

・開業時には２％、開業１０年後には１４％減少


